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協
力
者
一
同 

 

１
月
15
日
は
、
昨
年
夏
に
行
っ
た
フ

レ
イ
ル
予
防
教
室
の
半
年
後
フ
ォ
ロ
ー
教

室
で
し
た
。
前
回
と
同
じ
体
力
測
定
を
し

て
い
た
だ
き
、
毎
週
行
っ
て
い
る
「
い
き

い
き
体
操
」
の
チ
ェ
ッ
ク
も
し
て
い
た
だ

い
た
と
こ
ろ
、
理
学
療
法
士
の
先
生
か
ら

「
半
年
前
よ
り
動
き
が
良
く
な
っ
て
い

る
！
」
と
、
た
く
さ
ん
褒
め
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
実
践
の
積
み
重
ね
で
健
康
に
な

り
、
褒
め
ら
れ
て
ま
す
ま
す
元
気
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 【
片
足
で
何
秒
立
て
ま
す
か
？
】 

体
力
測
定
で
は
、
60
秒
間
、
片
足
で

立
つ
バ
ラ
ン
ス
の
テ
ス
ト
も
あ
り
ま
す
。

20
秒
以
下
だ
と
、
転
倒
の
危
険
が
高
く

な
る
そ
う
で
す
。
「
い
き
い
き
体
操
」
は
、

転
び
に
く
く
な
る
筋
ト
レ
や
、
起
き
上
が

り
や
す
く
な
る
筋
ト
レ
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
ま
す
。
コ
ツ
コ
ツ
積
み
重
ね
る
こ

と
の
効
果
を
、
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
で
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。
「
ま
だ
大
丈
夫
よ
」

と
い
う
方
も
、
「
そ
ろ
そ
ろ
心
配
」
と
い

う
方
も
、
気
軽
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

年
末
の
茶
話
会
で
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
と

忘
年
会
を
兼
ね
た
楽
し
い
企
画
や
、
ヒ
ー

ト
シ
ョ
ッ
ク
対
策
の
お
話
も
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
楽
し
く
て
タ
メ
に
な
る
茶
話
会

は
、
今
月
は
26
日
で
す
。
２
０
２
５
年

の
健
康
づ
く
り
を
、
サ
ロ
ン
で
一
緒
に
や

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
初
め
て
の
方
も
大

歓
迎
で
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

   

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・ 

５
日
：
口
腔
体
操
、
ゲ
ー
ム 

・
１２
日
：
脳
ト
レ
、
ボ
ッ
チ
ャ 

・
１９
日
：
ハ
ン
ド
ベ
ル 

・
２６
日
：
茶
話
会 

 

★
毎
回
最
初
の
３０
分
は
「
い
き
い
き

体
操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 

 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 

 

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を
発

信
し
て
い
ま
す
。 

 https://w
w

w.instagram
.com

/fukam
ach

i.ochanom
a/ 

 

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

 
 
090-5265-3855 

         

     

    

三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト 

バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

         

三
原
市
年
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
が
、
１
月

２５
日
（
土
）
に
１９
名
の
参
加
で
深
町
・

城
山
コ
ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

１
位 

 
 
 
 

山
内 

好
己 

２
位 

 
 
 
 

金
子 

勝
彦 

３
位 

 
 
 
 

谷
岡 

義
昭 

 
 

ベ
ス
グ
ロ
６８ 

 
 

金
子 

勝
彦 

 

２
人
組
戦
１
位 

 

笠
井 

隆
三 

 
 

 
 

 
 

 
 

石
井 

張
司 

 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン 

 
 

 
 

 
 

 
 

林 

洋
祐 

 

※
選
手
の
敬
称
略 

 

次
回
の
月
例
大
会
は
、
２
月
１５

日

（
土
）
に
、
行
い
ま
す
。 

 
 

 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 事
務
局 

山
内 

好
己 

   
  

   

ど
り
ぃ
む
だ
よ
り 

  
 

 
 

 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む 

 
 
 
 
 

三
原
市
中
之
町
６
丁
目
３１
番
１
号 

 
 

 
 

 
 

電
話 

６１‐

４
４
１
０ 

  

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー
ど
り
ぃ
む
で
は
、

高
齢
者
の
日
常
生
活
上
の
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応

じ
て
い
ま
す
。 

 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
相
談
は
無

料
で
す
） 

 

介
護
ス
ト
レ
ス
に
つ
い
て 

  

忙
し
い
日
々
の
中
で
介
護
が
長
く
続
く
と
、

家
族
な
ど
の
介
護
者
の
負
担
が
大
き
く
な
り
、

介
護
ス
ト
レ
ス
や
介
護
疲
れ
を
招
い
て
し
ま

う
こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

一
言
で
介
護
ス
ト
レ
ス
と
言
っ
て
も
そ
の

原
因
は
様
々
で
す
。
在
宅
で
家
族
の
介
護
を

し
て
い
く
中
で
、
慣
れ
な
い
介
護
に
限
界
を

感
じ
る
人
も
い
る
で
し
ょ
う
。
少
し
で
も
ス

ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
た
め
に
も
、
自
身
が
感

じ
て
い
る
ス
ト
レ
ス
の
原
因
を
把
握
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。 

  

介
護
ス
ト
レ
ス
を
放
置
し
て
い
る
と
介

護
者
や
高
齢
者
の
健
康
や
生
活
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
一
生
懸
命

や
っ
て
い
て
も
誰
に
も
認
め
ら
れ
な
い
辛

さ
や
イ
ラ
イ
ラ
な
ど
介
護
者
の
介
護
者
の

ス
ト
レ
ス
や
疲
労
、
感
情
的
な
不
安
定
さ

な
ど
が
原
因
で
虐
待
（
叩
い
た
り
、
暴
言

を
吐
い
た
り
）
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
介
護
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
や

疲
労
が
原
因
で
、
気
分
の
落
ち
込
み
や
食

欲
、
睡
眠
な
ど
の
生
活
リ
ズ
ム
が
乱
れ
た

り
す
る
介
護
う
つ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も

あ
り
ま
す
。 

  

介
護
を
続
け
て
い
く
た
め
に
、
介
護
者

の
心
の
負
担
を
軽
く
す
る
こ
と
は
非
常

に
大
切
で
す
。 

                  
 

       
     

                                      

 
    

石 

原 

淑 

子 

様 
 

 

八
十
七
歳 

（
上
組 

上
成
瀬
講
） 

 
 

一
月
六
日 

    
 

 

◆
連
合
町
内
会 

 

▼
河
川
清
掃 

 
 

 
 

 
 

 

１６
日 

 

◆
小
学
校 

 

▼
入
学
説
明
会 

 
 

 
 

 
 

３
日 

 

▼
二
中
入
学
説
明
会 

 
 

 
 

４
日 

 

▼
委
員
会
活
動 

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
相
談
日 

 
 

５
日 

 

▼
食
育
指
導
６
年
、
３
・
４
年 

 
 

深
の
子
を
育
む
会 

 
 

 
 

６
日 

 

▼
市
教
研 

 
 

 
 

 
 

 
 

１３
日 

 

▼
授
業
研
究
（
タ
ン
ポ
ポ
学
級
） 

１４
日 

 

▼
食
育
指
導
１
・
２
年 

 
 

 

１７
日 

 

▼
学
校
保
健
委
員
会 

 
 

 
 

２６
日 

 

▼
参
観
日
・
学
級
懇
談
会 

 
 

放
課
後
子
ど
も
教
室
運
営
委
員
会 

 
 

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
会 

 
 

 
 

 

２８
日 

 

◆
如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
学
力
推
移
調
査 

 
 

 
 

 
 

１
日 

 

▼
面
談
・
身
だ
し
な
み
・
授
業
チ
ェ
ッ
ク 

 

３
～
７
日 

▼
共
通
テ
ス
ト
模
試 

 
 

３
・
４
日 

▼
各
委
員
会
（
中
） 

 
 

 
 

 

５
日 

▼
漢
字
検
定 

７
日 

▼
数
学
検
定
予
備
日 

 
 

 
 

 

８
日 

▼
進
路
説
明
会
・
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
中
） 

 

進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
高
２
・
１
） 

 

１２
日 

▼
数
学
検
定 

 
 

 
 

 
 

 

１４
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
２
） 

 
 

 

１７
日 

▼
学
年
朝
会
（
高
１
） 

 
 

 

１８
日 

▼
Ｚ
会
小
論
文
講
演
会 

 
 

 

２６
日 

▼
卒
業
式
予
行
演
習
・
賞
状
授
与
式 

 

２８
日 

 
 

   
              
            

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
、
一
歩
を
踏

み
出
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

 

勇
気
を
も
っ
て
踏
み
出
し
て
く
れ
た
一

歩
を
私
た
ち
は
無
駄
に
し
ま
せ
ん
。
ご
家

族
と
ご
本
人
が
納
得
で
き
る
方
法
を
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。 

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

「ふかまちのまど」ホームページのアドレスは
http://www.jcat.ne.jp/~fuka/top.html 

２
月
の
予
定 

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

高
齢
者
相
談
セ
ン
タ
ー

①身体的な疲れ 
 

着替えや入浴、移動など
の際に介護者の腕や腰、
ひざなどに負担がかか
り、介護疲れにつながり
ます。また夜中のトイレ
介助やおむつ交換によっ
て何度も起こされ、十分
な睡眠がとれないことも
あります 
 
 

①身体に負担のかからな
い介助方法を学ぶ 

 
高齢者相談センターに相
談する。 
介護保険サービスを利用
する。 
 
 
 
 

 

.

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す 

深
町
各
種
団
体
二
月
行
事
予
定 

②精神的な疲れ
 
身近な人が要介護状態に
なったショックや終わり
の見えない介護への不
安、家族の問題を周囲に
相談しにくいため孤立を
招いてしまうこともあり
ます。 
 
 
 
 

②抱え込まない（思いを
話す） 
 
認知症カフェや介護者カ
フェ、家族会などに参加
する。 
 
 
 
 
 
 

 

③様々な制度を活用する 
 
医療費・介護費の軽減と
食費負担額の減免（高額
医療費、限度額適用認定
証など）、家族介護用品支
給事業（紙おむつ券ほ
か）などを利用する。 
 
介護休暇を取得する。 
 
 
 

③金銭的な負担 
 
介護にかかるお金は、介
護保険サービス費や介
護用品、おむつなどの消
耗品、医療費や交通費な
ど多岐にわたります。ま
た、仕事と介護の両立が
難しくなり、介護離職を
してしまう人もいます。 
 
 

↘ 

↖
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歩
く
会
に
ご
参
加
を 

  
 
 

 

歩
く
会
幹
事 

 
 
 
 
 
 
 

石
井 

 

堂
煕 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

２
月
の
歩
く
会
は
都
合
に
よ
り
休
ま
せ

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

   
                      

子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
午
後
３
時
半
頃
に 

下
校
し
ま
す
。 

日
に
よ
り
下
校
時
間
が 

異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う 

                   
 
 

  立
春 

 

立
春
（
り
っ
し
ゅ
ん
）
は
、
二
十
四
節

気
の
第
一
。
正
月
節
（
旧
暦
１２
月
後
半

か
ら
１
月
前
半
）。 

現
在
広
ま
っ
て
い
る
定
気
法
で
は
太
陽

黄
経
が
３１５
度
の
と
き
で
２
月
３
日
、
２

月
４
日
ご
ろ
（
２
０
２
５
年
の
立
春
は
２

月
３
日
）
、
暦
で
は
そ
れ
が
起
こ
る
日
だ

が
、
天
文
学
で
は
そ
の
瞬
間
と
す
る
。
恒

気
法
で
は
冬
至
か
ら
1/8
年
（
約
４５.

６６

日
）
後
で
２
月
５
日
ご
ろ
。 

期
間
と
し
て
の
意
味
も
あ
り
、
こ
の
日

か
ら
、
次
の
節
気
の
雨
水
前
日
ま
で
で
あ

る
。 

                  

季
節 

 

冬
が
極
ま
り
春
の
気
配
が
立
ち
始
め
る

日
。
『
暦
便
覧
』
に
は
「
春
の
気
立
つ
を

以
っ
て
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
冬
至
と

春
分
の
中
間
に
当
た
り
、
昼
夜
の
長
短
を

基
準
に
季
節
を
区
分
す
る
場
合
は
、
こ
の

日
か
ら
立
夏
の
全
日
ま
で
が
春
と
な
る
。

九
州
な
ど
暖
か
い
地
方
で
は
梅
が
咲
き
始

め
る
。
二
十
四
節
気
が
成
立
し
た
中
国
内

陸
部
で
は
大
陸
性
気
候
の
た
め
こ
の
頃
に

は
暖
か
く
な
り
始
め
る
が
、
海
に
囲
ま
れ

た
日
本
列
島
で
は
、
立
春
を
過
ぎ
て
も
寒

さ
や
荒
天
が
続
く
。
ま
た
、
南
岸
低
気
圧

の
発
生
も
立
春
を
境
に
多
く
な
り
、
そ
の

一
例
と
し
て
平
成
２６
年
の
大
雪
の
よ
う

に
関
東
で
記
録
的
な
大
雪
に
な
っ
た
の
も

立
春
後
で
あ
る
。 

 

立
春
は
八
十
八
夜
・
二
百
十
日
・
二
百

二
十
日
な
ど
、
雑
節
の
起
算
日
（
第
１
日

目
）
と
な
っ
て
い
る
。
立
春
か
ら
春
分
の

間
に
、
そ
の
年
に
初
め
て
吹
く
南
寄
り

（
東
南
東
か
ら
西
南
西
）
の
強
い
風
を
春

一
番
と
呼
ぶ
。
桜
の
開
花
時
期
は
、
立
春

か
ら
最
高
気
温
の
合
計
が
５４０
℃
と
い
う

概
算
法
が
あ
る
（
ほ
か
に
、
元
日
か
ら
の

平
均
気
温
の
合
計
が
６００
℃
２
月
１
日
か

ら
の
最
高
気
温
の
合
計
が
６００
℃
と
い
う

方
法
も
あ
る
）。 

 

一
般
的
な
節
分
と
は
、
立
春
の
前
日
の

こ
と
で
あ
る
。
立
春
の
早
朝
、
禅
寺
で
は

門
に
「
立
春
大
吉
」
と
書
い
た
紙
を
貼
る

習
慣
が
あ
る
。
ま
た
、
中
国
で
は
立
春
の

日
に
春
餅
（
チ
ュ
ン
ビ
ン
）
を
食
べ
る
習

慣
が
あ
る
。 

  

旧
暦
と
立
春 

 

立
春
は
旧
暦
１
月
１
日
だ
と
い
う
勘
違

い
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
は
正
し

く
は
な
い
。
旧
暦
１
日
は
必
ず
朔
に
関
係

な
く
定
め
ら
れ
る
た
め
、
多
く
の
年
は
１

日
に
な
ら
な
い
。
た
だ
し
約
３０
年
に
１

度
、
立
春
が
朔
と
重
な
り
、
旧
暦
１
月
１

日
に
な
る
年
が
あ
る
（
朔
旦
立
春
）
。
近

年
は
１
９
５
４
年
・
１
９
９
２
年
が
そ
う

で
、
次
は
２
０
３
８
年
と
予
測
さ
れ
る
。 

 

旧
暦
（
中
国
・
日
本
の
太
陰
太
陽
暦
）

で
は
元
日
が
立
春
前
後
に
置
か
れ
る
。
そ

れ
は
立
春
の
こ
ろ
を
年
初
に
し
、
春
の
始

ま
り
と
年
の
始
ま
り
を
一
致
さ
せ
る
た
め

で
あ
る
。
こ
れ
を
夏
正
（
か
せ
い
）
と
い

う
。
古
代
中
国
夏
王
朝
の
正
月
と
い
う
意

で
あ
る
。
平
気
法
で
は
そ
の
た
め
に
、
立

春
の
次
の
雨
水
を
含
む
月
を
正
月
（
１
月
）

と
す
る
。
定
気
法
で
の
月
名
の
定
義
は
や

や
複
雑
だ
が
、
結
果
は
や
は
り
、
雨
水
を

含
む
月
が
正
月
と
な
る
。
節
切
り
に
あ
っ

て
は
立
春
が
年
初
と
な
る
。
四
柱
推
命
や

風
水
な
ど
の
占
い
で
は
、
節
分
ま
で
は
前

年
に
属
し
、
立
春
を
も
っ
て
年
が
改
ま
る

と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。
節
分
の
豆
撒

き
は
立
春
を
年
始
と
し
て
、
新
し
い
年
の

幸
運
を
願
っ
て
の
昔
か
ら
の
習
慣
で
あ
る
。 

 

二
十
四
節
気
の
「
立
春
」
は
、
『
暦
便

覧
』
で
は
「
春
の
気
立
つ
を
以
っ
て
也
」

と
さ
れ
る
が
、
時
候
的
な
解
説
で
は
、

「
大
寒
か
ら
立
春
ま
で
は
一
年
の
う
ち
で

最
も
寒
い
季
節
で
あ
り
、
立
春
を
過
ぎ
る

と
少
し
ず
つ
寒
さ
が
緩
み
始
め
、
春
の
気

配
が
忍
び
入
っ
て
く
る
」
と
さ
れ
る
の
が

一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
注
意
が
必
要
な
の

は
、
こ
の
よ
う
な
気
象
的
事
象
の
ゆ
え
に

「
立
春
」
が
定
め
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、

冬
至
か
ら
春
分
へ
の
中
間
点
と
し
て
、
暦

法
上
の
要
請
か
ら
定
め
ら
れ
た
も
の
だ
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。 

 

春
の
区
分
は
、
西
欧
で
は
習
慣
的
に
暑

く
も
な
く
寒
く
も
な
い
季
節
、
つ
ま
り
、

春
分
か
ら
夏
至
ま
で
を

spring

と
す
る
。

古
代
中
国
で
は
昼
夜
の
長
短
の
ピ
ー
ク
と

な
る
二
至
（
夏
至
、
冬
至
）
と
、
昼
夜
の

長
さ
が
ほ
ぼ
同
じ
と
な
る
二
分
（
春
分
、

秋
分
）
を
各
季
節
の
分
か
れ
目
と
し
、
こ

れ
ら
の
中
間
に
各
季
節
の
極
み
と
し
て
四

立
（
立
春
、
立
夏
、
立
秋
、
立
冬
）
を
設

け
た
。
な
お
、
日
本
の
気
象
庁
で
は
、
３

月-

５
月
が
春
、
６
月-

８
月
が
夏
、
９
月

-

１１
月
が
秋
、
１２
月-

２
月
が
冬
と
し
て

い
る
。 
  

新
年
立
春
と
年
内
立
春 

 

立
春
の
旧
暦
で
の
日
付
は
大
ま
か
に
言

っ
て
、
半
分
の
年
で
は
新
年
１
月
の
前
半
、

半
分
の
年
で
は
旧
年
１２
月
（
あ
る
い
は

希
に
閏
１２
月
）
の
後
半
で
あ
る
。
旧
年

１２
月
（
ま
た
は
閏
１２
月
）
の
立
春
を
年

内
立
春
、
新
年
１
月
の
立
春
を
新
年
立
春

と
呼
ぶ
。
ま
た
特
に
旧
暦
１
月
１
日
に
あ

た
る
場
合
を
朔
旦
立
春
（
さ
く
た
ん
り
っ

し
ゅ
ん
）
と
呼
び
、
非
常
に
縁
起
の
よ
い

日
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

よ
り
正
確
に
言
え
ば
、
立
春
の
次
の
節

気
で
あ
る
雨
水
を
含
む
暦
月
が
１
月
な
の

で
、
立
春
翌
日
か
ら
雨
水
当
日
ま
で
の
約

半
月
間
に
朔
（
新
月
）
が
あ
れ
ば
、
立
春

は
前
年
１２
月
（
ま
た
は
閏
１２
月
）
な
の

で
年
内
立
春
で
あ
り
、
そ
の
期
間
に
朔
が

な
け
れ
ば
立
春
は
１
月
で
あ
り
新
年
立
春

と
な
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
旧
暦
で
は
年
の
初
め
か
終

わ
り
に
立
春
が
あ
り
、
年
に
よ
っ
て
は
２

回
立
春
が
あ
る
反
面
、
立
春
が
な
い
年
も

発
生
す
る
。
こ
の
立
春
の
な
い
年
を
盲
年

と
呼
び
、
結
婚
に
は
不
向
き
で
あ
る
と
の

伝
承
が
あ
る
。 

 

近
年
の
立
春
の
旧
暦
で
の
日
付
は
次
の

と
お
り
（
未
来
は
予
測
）
。
１９
年
周
期

（
メ
ト
ン
周
期
）
で
ほ
ぼ
同
じ
日
付
が
繰

り
返
さ
れ
、
近
年
で
は
１９
年
中
１０
年
が

年
内
立
春
、
９
年
が
新
年
立
春
で
あ
る
。 

 

ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア 

 
 

 
 

 
 

フ
リ
ー
百
科
事
典
よ
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ご
み
の 

 

ポ
イ
捨
て
は
だ
め 

 

ご
み
の
な
い 

 

き
れ
い
な
ま
ち
に 

 
 

 
 

 
   

犬
の
フ
ン
は 

 

飼
い
主
が 
 責

任
を
持
っ
て
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

飼
い
主
の
モ
ラ
ル
に
期
待
し
ま
す
。 

                             

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 

椿 ロウバイ 

スイセン 


